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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光体のアレイを有する照明装置であって、
　少なくとも２つの発光体に機能的に関連付けられた共有動作ユニットの群を有し、
　前記共有動作ユニットは、少なくとも２つの発光体を制御するための制御ユニットと、
前記少なくとも２つの発光体の光出力を測定するためのセンサユニットとを有する、照明
装置。
【請求項２】
　前記共有動作ユニットが、駆動ユニットを有することを特徴とする、請求項１に記載の
照明装置。
【請求項３】
　前記制御ユニットは、少なくとも１つの所与の目標値に従って、自身に関連付けられて
いる前記発光体の光出力を制御することを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の照
明装置。
【請求項４】
　前記センサユニットが、自身に関連付けられている発光体の動作に関連する質を測定す
ることを特徴とする、請求項１～３のうちいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項５】
　少なくとも２つの前記共有動作ユニットに結合されている少なくとも１つの前記発光体
を有することを特徴とする、請求項１～４のうちいずれか一項に記載の照明装置。
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【請求項６】
　各制御ユニットが、少なくとも１つの関連付けられている前記センサユニットを有する
フィードバックループにおいて関連付けられている前記発光体を制御することを特徴とす
る、請求項１～５のうちいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項７】
　少なくとも１つの制御ユニットが、関連付けられている発光体の群を駆動し、関連付け
られている発光体は、更に、個々の光出力の時間多重化された測定が可能であるように、
共通のセンサユニットに関連付けられていることを特徴とする、請求項１～６のうちいず
れか一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記制御ユニットが、マイクロコントローラ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ又はプログラム可能な
論理回路を有していることを特徴とする、請求項１～７のうちいずれか一項に記載の照明
装置。
【請求項９】
　少なくとも１つの発光体が、異なる色のＬＥＤの集合を有することを特徴とする、請求
項１～８のうちいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記発光体は、光学障壁によって互いから分離されていることを特徴とする、請求項１
～９のうちいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のうちいずれか一項に記載の照明装置を有するＬＣＤバックライト。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光体、好ましくは発光ダイオード（ＬＥＤ）のアレイを有する照明装置に
関する。更に、本発明は、このような照明装置を有する液晶表示機（ＬＣＤ）のためのバ
ックライトに関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第2005/0058450A1号から、異なる色の発光体によって、側部から照明される光
ガイドプレートを有するＬＣＤバックライトであって、前記色がフィードバックループに
おいて制御されている、ＬＣＤバックライトが、知られている。ＬＣＤバックライトの現
在の急速な発展において、後部発光バックライトが、特に大型のＬＣＤに関するブライト
ネスを増大させるために、側部発光バックライトに取って代わっている。更に、走査型バ
ックライトが、前記ＬＣＤピクチャの質を改善し、動きアーチファクトを取り除き、前記
システムのコストを減少させるために、均一に照明されたバックライトに取って代わって
いる。ローカルなハイライトによるバックライトが、走査型バックライトによって達成さ
れることができる場合よりも、スクリーンの好ましい再分割によって、システム全体のエ
ネルギ効率を増大させるような更なる改善を達成するための次のステップとして、提案さ
れている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この状況に基づいて、本発明の目的は、低コストにおいて製造されることができる一方
で、高い機能的な多様性を提供する、特にＬＣＤのための、照明装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、請求項１に記載の照明装置及び請求項１４に記載のＬＣＤバックライトに
よって達成される。好適な実施例は、従属請求項に開示されている。
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【０００５】
　第１の見地の見地によれば、本発明は、発光体のアレイを有する照明装置であって、関
連する動作ユニット、即ち前記発光体の所望の動作を達成するのに必要とされているハー
ドウェア構成要素を備えている照明装置に関する。ここで、「アレイ」なる語は、最も一
般的な意味において、物体（即ち、発光体及び／又は関連する動作ユニット）の何らかの
一次元、二次元又は三次元の配置を意味するものとする。殆どの場合において、前記アレ
イとは、規則的な（例えば、格子形の）パターンにおける発光体及び／又は関連する動作
ユニットの二次元配置、好ましくは平坦な配置である。前記発光体は、エネルギ（例えば
、電流）の形態の他のものから光を生成する意味において、「オリジナルの」発光体であ
ることが好ましい。これらは、１つのランプ、又は幾つかの等しい若しくは別個のランプ
のユニットであっても良い。更に、定義によれば、少なくとも２つの発光体に機能的に関
連付けられている、「共有されている」動作ユニットの（少なくとも１つの部材を有する
）群が存在するものとする。
【０００６】
　記載されている照明装置は、共有されている動作ユニットを実現しているハードウェア
構成要素が、２つ以上の発光体によって使用され、従って、空間及びコストの節約をする
と同時に、個々に制御される発光体を有するアレイの完全な機能性を提供するという有利
な点を持っている。
【０００７】
　前記動作ユニットは（共有されているか否かにかかわらず）、関連する（複数の）発光
体の光出力を制御する少なくとも１つ制御のユニット、自身の関連する（複数の）発光体
を必要とされるエネルギによって駆動する少なくとも１つの駆動ユニット、及び／又は少
なくとも１つのセンサユニットを特に有し得る。前記センサユニットは、例えば、関連す
る（複数の）発光体の色点又はブライトネス、又は前記発光体の動作に関連する温度を測
定することができる。
【０００８】
　動作ユニットが発光体によって共有される可能な設計は、多く存在する。以下の実施例
は、この点において特に重要である。
  （ｉ）共有されている前記動作ユニットは、少なくとも１つの所与の目標値に従って、
自身の関連付けられている発光体の光出力を制御する少なくとも１つの制御ユニットを有
し得る。
  （ｉｉ）共有されている前記動作ユニットは、自身の関連付けられている発光体の動作
、特に、前記発せられた光の束、前記発せられた光の色点又は自身の関連付けられている
発光体の動作温度に関連付けられている質を測定する少なくとも１つのセンサユニットを
有し得る。
  (ｉｉｉ)共有されている前記動作ユニットは、少なくとも１つの制御ユニット及び少な
くとも１つのセンサユニットを有し得て、これらのユニットは、同一の発光体に関連付け
られている。
  （ｉｖ）共有されている前記動作ユニットは、少なくとも１つの制御ユニット及び少な
くとも１つの駆動ユニットを有し得て、これらのユニットは、好ましくは、同一の発光体
に関連付けられている。
  (ｖ)共有されている前記動作ユニットは、少なくとも１つの制御ユニット、少なくとも
１つのセンサユニット及び少なくとも１つの駆動ユニットを有し得て、これらのユニット
は、好ましくは、同一の発光体に関連付けられている。
【０００９】
　前記照明装置は、好ましくは、少なくとも２つの共有されている動作ユニットに結合さ
れている少なくとも１つの発光体を有する。既に述べたように、これは、典型的には、上
述の実施例の（ｉｉｉ）、（ｉｖ）及び（v）の場合である。
【００１０】
　前記動作ユニットは、オプションとして、自身の関連付けられている１つ以上の発光体
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に隣接して位置されることもできる。従って、前記動作ユニットと前記発光体との間にお
ける信号の進行距離は、最小化され、損失及び擾乱も最小にする。しかしながら、適切な
光のガイド及び配線を使用することによって、前記動作ユニットは、前記照明装置内に（
ほぼ）任意に位置されることもできる。これらの実際の装置は、典型的には、前記照明装
置（例えば、ＬＣＤバックライト）の詳細な構造に関連付けられている実際の考慮すべき
事項に依存する。
【００１１】
　前記制御ユニットは、少なくとも１つの関連付けられているセンサユニットを有するフ
ィードバックループにおける関連付けられている発光体を制御するために適応化されるの
が好ましく、従って、前記発光体の色点又はブライトネスのような目標値は、温度の変化
、構成要素の経年及び製品の普及等にもかかわらず、個々に保持されることができる。
【００１２】
　本発明の他の実施例において、少なくとも１つの制御ユニットは、前記制御ユニットに
関連付けられている発光体の群であって、前記発光体の個々の光出力の時間多重化された
測定がセンサユニットによって可能である仕方において、１つの前記センサユニットに更
に関連づけられている発光体の群を駆動するように、適応化されている。このことは、例
えば、前記制御ユニットが、１つの発光体を除いて全ての発光体をオフに切り換えて活性
の前記１つの発光体単体の光出力を測定することができ場合に、実現されることができる
。同様に、１つを除いた全ての発光体がオンに切り換えられて、（全ての発光体の活性に
対する）測定された光出力の差が、オフに切り換えられている発光体の寄与を表すことも
できる。更に、前記発光体は、センサ信号に対する個々の寄与が、前記信号の周波数領域
において分離されることができるように、異なる周波数で駆動されることもできる。
【００１３】
　前記制御ユニット、駆動ユニット及びセンサユニットは、前記照明装置の特定の設計と
組み合わせて仕事を遂行するのに適している如何なる種類のハードウェアによっても実現
されることができる。前記制御ユニットは、例えば、マイクロコントローラ、デジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、又はプログラム可能な論
理回路も含み得る。
【００１４】
　前記発光体は、原則として如何なる種類のランプによっても実現されることができるが
、前記発光体が、異なる色の（無機又は有機）発光ダイオード（ＬＥＤ）の集合、特に、
赤、緑及び青の三色を有するＬＥＤの集合を有することが好ましい。ＬＥＤは、低電力消
費でありながら、優れた発光特性を提供するという有利な点を有している。
【００１５】
　前記照明装置の更なる発展形によれば、前記発光体は、光学障壁によって互いに分離さ
れている。このような障壁は、発光体によって発せられる光を、局在化された領域に集束
させるのに役立つ。
【００１６】
　本発明は、更に、上述した種類の照明装置、即ち関連付けられているローカル制御ユニ
ット、ローカル駆動ユニット及びローカルセンサユニットを備えている発光体のアレイを
含むも照明装置であって、これらのユニットの少なくとも一部は、少なくとも２つの発光
体に機能的に関連付けられている照明装置を有するＬＣＤバックライトに関する。前記Ｌ
ＣＤバックライトは、上述されたように、照明装置のような類似のフィーチャを有してい
る。従って、前記ＬＣＤバックライトの詳細、有利な点及び更なる発展形に関する更なる
情報は、照明装置の記載を参照されたい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明のこれら及び他の見地は、以下に記載される実施例を参照して、明らかになり、
説明される。これらの実施例は、添付図面の助けにより、例として、記載されるであろう
。
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【００１８】
　類似の符号は、同一又は類似の構成要素を参照しているものである。
【００１９】
　現在、蛍光ランプ（冷陰極蛍光ランプＣＣＦＬ又は熱陰極蛍光ランプＨＣＦＬの何れに
しても）は、後部発光ＬＣＤバックライトに関して支配的な技術である。通常、幾つかの
ランプが、バックライトに垂直に配されている。各ランプは、自身の前の領域を主に照明
するが、各ランプによって発せられた光のかなりの部分は、前記ランプからかなり離れた
領域にも到達する。全てのランプを同時に点灯させることにより、均一に照明されるバッ
クライトが生じる。前記ランプを、適切な仕方において時系列的に点灯させることによっ
て、走査型バックライトを生じる。このことは、各ランプに対する別個のドライバ及び適
切なブライトネス制御を必要とする。前記走査型バックライトの動作は、発光しているラ
ンプから離れた領域に到達する光の量を減少するために、前記ランプ間に光学障壁を導入
することによって支持されることができる。
【００２０】
　更に、ＬＥＤが、ダイレクトリットバックライトに導入されている。この種類のバック
ライトは、ＲＧＢのＬＥＤの細片を使用しており、前記細片によって発せられた光は、例
えば、所望の色温度を有する白色光を得るように、適切に混合される。このことは、Ｒ、
Ｇ、Ｂの色の各々と、温度、光及び／又は色に対するセンサを含む適切な色制御とのため
の少なくとも１つのドライバを必要とする。各ＬＥＤの細片に対して独立に、色及びブラ
イトネスを制御することは、バックライトの同質の色及びブライトネスを達成するのに有
利であり得る。走査型バックライトは、各細片のこの独立した制御を使用することにより
、実施化されることができる。ＬＥＤの細片間の障壁は、蛍光ランプによるバックライト
に対して適用されるものと類似の仕方において、付加されることができる。
【００２１】
　この背景技術に基づいて、本発明は、以下のＬＥＤベースのＬＣＤバックライトを参照
して、記載される。図１は、７×１２個のモジュール又は「セグメント」１０を有する、
このようなＬＣＤバックライト１の実施例を示している。セグメント１０の各々は、これ
自体は、赤、緑及び青の色を有する３つのＬＥＤ（又は、これらの色を独立に生成するこ
とができる１つのＬＥＤ）から成る発光体１１を有している。ＬＥＤは、理想的には、ロ
ーカルハイライトを実施化するのに適している。更に、バックライト１は、セグメント１
０の間の光学障壁１３を有し得る。
【００２２】
　図１に示されているバックライトにおいては、多数の７×１２＝８４個のセグメントが
、ローカルハイライトのために制御されなければならない。従って、これらの各々に対す
るローカル色制御システムの実施化は、多数の構成要素を必要とする。この理由のために
、ここで、２つ以上の関連する発光体１１の制御のためのローカル制御システムの構成要
素を使用することを提案する。隣接するセグメント間の前記色制御システムの共有部は、
ＬＣＤバックライトのセグメントを制御するのに必要な労力（構成要素の数）を著しく減
少する。
【００２３】
　上述の概念の実現が、図２の模式的な配置図おいて、詳細に示されており、図２は、図
１のバックライト１の２つの近隣のセグメント１０．１、１０．２を描いている。前記セ
グメントの各々は、３つのＬＥＤ１２．１、１２．２から成る発光体１１．１、１１．２
を有している。更に、各セグメント１０．１、１０．２は、ＬＥＤ１２．１、１２．２に
（例えば、パルス幅又は振幅変調された）順方向電流を供給する駆動ユニット１５．１、
１５．２を有する。駆動ユニット１５．１、１５．２は、駆動ユニット１５．１、１５．
２に適切な制御信号を供給すると共に、ここでは完全にセグメント１０．１内に配されて
いる共通制御ユニット１６に結合されている。制御ユニット１６は、関連するセグメント
１０．１、１０．２の光出力に対して、入力目標値Ｔ（例えば、三刺激値）として受け取
る。各制御ユニット１６が、監視システムから直接的にこの情報を受け取ることができる
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までは、バックライト１内にこの情報を拡散する中間回路が、使用されることができる。
【００２４】
　制御ユニット１６は、例えば、マイクロコントローラ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、又はプログ
ラム可能な論理回路によって、実現されることができる。前記制御ユニットは、両方の発
光体１１．１、１１．２の光出力（例えば、フラックス、色）を測定することができる１
つのセンサユニット１４（例えば、フォトダイオード）に更に結合されている。２つの以
上のセグメントは、例えば、時間多重化によって、１つのセンサを共有することができる
。フラックス及び／又は色センサに対して代替的に又は付加的に、１つ以上の温度センサ
が、使用されることもできる。これらは、例えば、（共通の）ヒートシンクの温度を測定
する全体的な温度センサ及び/又は（例えば、電流／電圧特性を介して）個々の発光体１
１．１、１１．２の温度又は個々のＬＥＤ１２．１、１２．２の温度さえも測定するロー
カル温度センサを有することができる。
【００２５】
　勿論、全ての種類の中間の方式も考えられ、例えば、大きいバックライト内で使用され
ている複数の別個のヒートシンクの各々の温度を個々に測定することも考えられる。
【００２６】
　電力は、各センサユニット１４、駆動ユニット１５．１、１５．２及び制御ユニット１
６に供給されなければならない。このことは、幾つかの電源１７に線を接続することによ
って図内に示されている。個々のセグメント１０．１、１０．２に関連付けられている電
源が設けられても良いが、（全ての）（複数の）センサユニットの群が電源を共有し、（
全ての）（複数の）駆動ユニットの群が電源を共有し、（全ての）（複数の）制御ユニッ
トが電源を共有することも好まれ得る。
【００２７】
　従って、２つの発光体１１．１、１１．２に関連付けられた１つの制御ユニット１６及
び１つのセンサユニット１４が、設けられている。類似の仕方において、複数の出力ライ
バが、２つ以上のセグメントのＬＥＤを駆動するのに使用されることができる。
【００２８】
　図３は、図２の装置において実施化されている制御システムの論理ブロック図を示して
いる。色及びブライトネスは、１つの制御ユニット１６及び１つの色センサ１４を使用し
ている各セグメント１０．１、１０．２に対して独立に制御されている。監視システムは
、例えば、三刺激値ＴＶｓｅｔ，１＝（Ｘｓｅｔ，１，Ｙｓｅｔ，１，Ｚｓｅｔ，１）及
びＴＶｓｅｔ，２＝（Ｘｓｅｔ，２，Ｙｓｅｔ，２，Ｚｓｅｔ，２）において、前記セグ
メントによって生成されるべきである光の色及びブライトネスを規定している。これらを
感知された三刺激値ＴＶｓ，１及びＴＶｓ，２と比較することで、三刺激値のエラーＴＶ

ｅｒｒ，１及びＴＶｅｒｒ，２を得る。コントローラ１６によって実施化されている２つ
の制御関数ＧＣ，１及びＧＣ，２が、前記三刺激値のエラーから、伝達関数ＧＤ，１及び
ＧＤ，２を有するＬＥＤドライバ１５．１及び１５．２に供給されるべき制御信号ＣＳ１

＝（ＣＳｒ，１，ＣＳｇ，１，ＣＳｂ，１）及びＣＳ２＝（ＣＳｒ、２，ＣＳｇ，２，Ｃ
Ｓｂ，２）を決定する。前記ドライバは、所望の光を生成する伝達関数ＧＬＥＤ，１及び
ＧＬＥＤ，２を持つＬＥＤ１２．１及び１２．２を流れる対応する電流を生成する。一般
に、前記ＬＥＤから前記バックライトへの光伝達ＧＯＳＢ，１及びＧＯＳＢ，２は、前記
ＬＥＤから（伝達関数ＧＳ，１及びＧＳ，２を有している）センサ１４までの光伝達ＧＯ

ＳＳ，１及びＧＯＳＳ，２と異なる。従って、較正ＧＣＡＬ，１及びＧＣＡＬ，２が、セ
ンサの測定値ＳＲ１=（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）及びＳＲ２＝（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）に適用さ
れなければならない。
【００２９】
　図２及び３は、前記色制御システムの２つのセグメントの共有部分に関連づけられてい
るが、これは、幾つかのセグメントに直接的に拡張されることができる。前記色制御シス
テムの前記セグメント共有される部分は、モジュールとして考慮され、製造されることが
できる。代替的には、一方のセグメントが、前記色制御システムの共有されている部分を
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担持しており、他方のセグメントが、このセグメントに連結されるべきである前記共有さ
れている部分を使用することもできる（図２を参照されたい）。
【００３０】
　要約すると、本発明は、前記バックライト光源のより好ましい再分により、ＬＥＤの画
質を改善し、当該システムのエネルギ効率を向上させ、動きアーチファクトを取り除き、
前記システムのコストを減少させるローカルハイライト及び走査フィーチャを有するＬＥ
ＤベースのＬＣＤバックライトを表している。多数のセグメントの各々についての駆動及
び色制御を実施化する労力は、隣接するセグメント間の前記駆動及び色制御システムの共
有している部分によって、著しく減少される。しかしながら、本発明による照明装置は、
ＬＣＤバックライトとして利用されることができるのみでなく、例えば、これらの表面か
ら発せられる光の変化のような、表示によって、一般の照明用の平坦な光源にも利用され
ることができる。
【００３１】
　最後に、本出願において、「有する」なる語は、他の構成要素又はステップを排除する
ものではなく、単数形の構成要素も、複数のこれらの構成要素を排除するものではなく、
単一のプロセッサ又は他のユニットが、幾つかの手段の機能を実行しても良いことに留意
されたい。本発明は、各々又は全ての特徴的なフィーチャと、特徴的なフィーチャの各々
又は全ての組み合わせとにある。更に、添付請求項における符号は、当該請求項の範囲を
限定するものであるとみなしてはならない。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明によるＬＣＤバックライトとして使用されることができる照明装置の側面
図（左側）及び上面図（右側）を示している。
【図２】発光体、制御ユニット、駆動ユニット及びセンサユニットを有する本発明による
照明装置の２つの近隣のセグメントを模式的に示している。
【図３】図２に示されている２つのセグメントのＬＥＤの色制御システムのブロック図を
示している。
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